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 残暑お見舞い申し上げます！ 
大井車両基地で働くみなさん！残暑厳しい職場環境の中、日々のお仕

事大変お疲れさまです！ 

ＪＲ東海労新幹線地本は９月３日、「職場改善諸要求」の申し入れを

ＪＲ東海に行いました。９９項目にわたる職場改善諸要求の中には、関

係会社の労働条件に関係するものもあります。同じ大井車両基地で働く

労働者として、労働条件の改善は共通の問題です。解決に向けて奮闘し

ます。職場環境改善に向けて、共に声を出していきましょう！ 

 

 

 

《 関係会社の労働条件に関わる要求は以下のとおりです（要旨） 》 

 

●検修庫の夏季の暑さ対策及び冬季の寒さ対策を強化すること。 

 

●通勤バス運行時間を改善すること。 

 …ＳＭＴ社員の夜勤者の退勤に合わせて、庁舎前発 4:00 より早い便を新設する 

こと。 

 

●庫におけるＳＥＫ作業において、７・８番線間の島デッキのスポットクーラーを使用 

時に客室デッキで掃除機を使用すると、電源用コンセントのＮＦＢが落ちる。現在 

はＳＥＫによるコンセントの分散使用によって応急対策をしているが、ＮＦＢの容量 

を大きくするなど設備上の根本的対策をすること。 

 

●第一検修庫と第二検修庫の作業本数について均衡化すること。 
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８月２８日、第二検修庫１番線の作業において、修繕した電車の側カ

ウル取り付けを忘れたまま着発線まで出庫させるという事象が発生しま

した。この事象に対して「復帰教育」が行われました。 
「復帰教育」は責任のすべてを担当者に負わせることを前提にしたも

のです。なぜその事象が発生したのか、その原因・要因については解明

されず曖昧にされています。ソフト・ハード面はもとより、作業環境や

職場風土、社員管理体制の問題などについては一切追及されていません。

このような「教育」とは名ばかりの「復帰教育」は大変な精神的プレッ

シャーを強いるものです。直ちに中止することを強く求めます。 
 
 
 

《 直営における要求は以下の通りです（要旨・抜粋） 》 

●『復帰教育』は精神的負担となるため中止すること。 

…車両所にあらたに導入された『復帰教育』は、日勤教育や試験制度の導入で精神 

的負担となるため直ちに中止すること。 

●交検は土・日の休日を基本とすること。 

●交番検査において、庫から庁舎までの移動時間を勤務時間内とすること。 

●庁舎 7 階の交検詰所が狭い状況が続いているため改善すること。 

…庁舎２Ｆまたは３Ｆへの詰所の移動も含めた抜本的対策を図ること。 

●検修庫７・８・９番線における同時交番検査施行時の放送錯綜を解消すること。 

…検修庫７番、８番、９番線における同時交番検査施行において、放送が錯綜する 

ため聞き分けることに神経を使い、作業者は非常に疲労感が増している。特に番 

線海側のサービスデッキ上では放送が聞こえないためスピーカーを設置するな 

どの対策をすること。 

●検修庫の屋根上転落防止柵を増設すること。 

…第一検修庫交検 9 番線の屋根上海側には転落防止用の柵がないため危険であり、 

転落防止柵を早急に設置すること。また、仕業番線のサービスデッキ側に屋根上 

転落防止柵を設置すること。 

●検修庫ピット内の排水対策を早期に行うこと。 

…第一検修庫及び第二検修庫のピット内に水がたまり、作業上危険であるためピッ 

ト内の排水対策を行なうこと。 

●第一検修庫と第二検修庫の作業本数を均衡化すること。…第一と第二申告では、本 

数が違いすぎるため均衡化するか第二申告の出面を増やすこと。 

●入換え本数を均衡化すること。…操縦担当者の入換え本数が大きく違う。日勤帯の 

入換え本数を均衡化すること。 他 

これからも職場環境の改善について声を出し続けましょう！ 


